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平成 21 年度第 3 回宮前区区民会議 公園・地域づくり部会 確認事項 

 

 

■日時  平成 21 年 7 月 28 日（火） 18：15～20：20 

■会場  宮前区役所 1 階地域振興課奥会議室（旧区長室） 

■参加者 

・部会委員   ６名  佐藤部会長、久保委員、田邊委員、 

福本委員、 持田委員、吉岡委員 

・オブザーバー １名  永野委員長 

 ・事務局    ３名  岩佐企画課長、成沢主査、鈴木職員 

 ・コンサルタント１名  岩下研究員（株式会社シー・エス・ケイ） 

 

■確認事項 

【宮前区公園遊びの日の設定、日常的に公園を利用できる仕掛けづくり】 

・公園に目を向け、公園遊びを広めるためのイベントやプレイリアカーなど

について、各団体に持ち帰り、具体的にどんなことが実現可能なのか、解

決策の実現に向け検討を進める。 

例）統一美化デーに合わせた開催案 

美化活動の終了後、午後に公園でイベントを行うなど 

 

【宮前区版プレイパークの推進】 

・宮前区版プレイパークの実現に向けたルールづくり 

区の要綱策定 

プレイリーダー養成支援 

新たな活動の普及促進 

 

【維持管理・運営の担い手・組織など】 

・公園の維持管理・運営の担い手は、一義的には公園緑地管理運営協議会の

役割であるが、その他のグループであっても個別の活動については運営の

担い手になりうる。 

・活動を通じて、地域で主体的に動ける担い手を育てていく。関わってくれ

た市民を担い手とするために「背中を押してあげる」手法を検討する。 

別 紙
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第 2 期宮前区区民会議 公園・地域づくり部会 課題解決策(案) 
 

提案① 公園を知ってもらおう！～公園内に掲示板を設置～ 

【趣旨・目的】 

・公園での活動・イベントを知ってもらい、参加を促す 

→地域コミュニティの活性化 

【実施主体】 

・公園で地域コミュニティに資する活動を行っている団体 

・掲示板の管理・運営に責任を持ってあたれる団体。利害関係の調整ができる団体 

→管理運営協議会に限定 

※プレイパーク実施団体については、プレイパーク支援のメニューとして 

「掲示板の設置」を用意する。 

【実施方法】 

・団体からの申請に応じて区が設置 

・管理協定を団体と締結 

【その他】 

・公園体操など特定の活動を行っている団体に対しては、掲示板ではなくプラスチッ

クのプレートなどをフェンス等にくくりつけることで対応する。 

 

 

提案② プレイパークをひろめよう！ 

【趣旨・目的】 

・地域コミュニティの活性化 

・次世代育成 

【実施内容】 

・平成 22 年度に「(仮称)宮前区プレイパーク支援検討委員会」を立ち上げ 

・実施を希望する団体に対して、出張プレイパークの実施 

→既存の実施団体に事業委託 

【委員会の概要】 

・市民が行うプレイパーク活動を積極的に支援するためのルールを、区役所・関係行

政機関・既存活動団体・子育て支援団体・青少年育成関係者等で検討 

→本日メンバーを議論できれば 

 

 

 

提案③ もっと公園で遊ぼう～宮前区公園あそびの日の設定～ 

【趣旨・目的】 

・地域コミュニティの活性化 

・次世代育成 

【実施内容】 

・「宮前区公園あそびの日」を設け、この日に合わせて様々なイベントを地域が主体と

なって開催する。 

【実施主体】 

現在調整中 

→本日、議論できれば 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲積み残し課題 公園緑地管理運営協議会の活性化 

【課題の概要】 

・公園緑地管理運営協議会は、維持管理だけでなく地域コミュニティの担い手として

の役割も期待されている。 

・しかしながら、実際には地域コミュニティの担い手としての意識はあまり強くなく

専ら維持管理を行う組織として認識されている。 

 

【問題点】 

・公園緑地管理運営協議会の活性化は大きな課題だが、区民会議として実際に活動し

ている団体に対して提案することは難しい(上からの物言いになってしまう)。 

・また提案したとしても実際に行動に移すのは協議会自身であることの難しさもある。 

 

【方向性】 

・①～③の提案を実施する際には、必ず管理運営協議会(設置されている地域のみ)と連

携を図ることとし、その活性化を目指していく。 
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